
CASE STUDY

自治体法務研究 2018・秋◆ 40

１　

津
山
市
の
概
要

津
山
市
は
、
中
国
地
方
の
内
陸
部
で
岡
山
県
の
北

部
に
位
置
し
て
お
り
、
県
庁
所
在
地
の
岡
山
市
か
ら

は
約
60
㎞
、
出
雲
市
か
ら
は
１
６
０
㎞
、
姫
路
市
か

ら
約
90
㎞
の
位
置
に
あ
る
、
人
口
約
10
万
人
の
地
方

中
核
都
市
で
す
。
こ
の
地
は
、
古
代
か
ら
山
陰
・
山

陽
を
結
ぶ
陸
上
交
通
の
要
衝
で
あ
る
と
と
も
に
、
市

内
を
貫
流
す
る
吉
井
川
な
ど
の
水
運
の
要
衝
と
し
て

も
発
展
し
、
津
山
市
独
自
の
歴
史
と
文
化
を
生
み
出

し
て
き
ま
し
た
。

慶
長
８
年
（
１
６
０
３
年
）、
森
忠
政
が
美
作
国

全
域
18
万
６
５
０
０
石
の
領
主
と
し
て
入
封
し
、
翌

年
か
ら
津
山
城
と
城
下
町
を
整
備
し
ま
し
た
。
城
の

周
辺
に
は
、
武
家
地
、
町
の
中
心
を
東
西
に
貫
く
出

雲
往
来
と
そ
れ
に
面
し
た
商
人
地
、
横
町
や
出
雲
往

来
の
裏
に
職
人
町
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
取
り
囲
む
よ

う
に
寺
社
地
が
配
置
さ
れ
、
県
北
部
の
中
心
地
と
し

て
の
機
能
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

明
治
以
降
も
、
こ
の
城
下
町
を
基
礎
と
し
て
発
展

し
、
幕
末
・
維
新
期
の
争
乱
や
第
２
次
世
界
大
戦
の

戦
災
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た

た
め
、
江
戸
時
代
の
町
家
や
武
家
屋
敷
、
寺
社
な
ど

当
時
の
地
割
や
建
造
物
が
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
城
下
町
の
東
部
（
城
東
）
に
は
、
商
家
町
と

し
て
発
展
し
た
「
城
東
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
」
が
あ
る
ほ
か
、
城
下
町
の
西
部
（
城
西
）
に

は
、
明
治
以
降
、
鉄
道
網
が
整
備
さ
れ
た
の
ち
、
当

時
の
駅
を
中
心
に
物
流
の
拠
点
と
し
て
繁
栄
し
た
こ

と
か
ら
、
出
雲
往
来
を
中
心
に
近
代
建
築
が
複
数
存

在
す
る
な
ど
、
江
戸
期
か
ら
明
治
、
大
正
、
昭
和
期

に
か
け
て
の
歴
史
的
建
築
物
や
神
社
仏
閣
を
多
数
保

持
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

 

【条例制定の事例（建築基準法第３条第１項第３号「その他の条例」）】
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　津山市は、「津山市歴史的建築物の保存及び活用に関する条例」を制定した。市内
にある歴史的建築物の多数は建築基準法施行前に建築されたもので、増築や用途変更
等を行う場合、本来その建築物が持つ歴史的・文化的な価値を維持したまま建築基準
法に適合させることが困難であるとの課題を抱えていた。そこで、本条例を制定し、ま
ずは市有物件をケーススタディとして歴史的建築物の保存・活用のための一連の事務を
行い、実例を示すことで、民間事業者への波及効果も狙う。
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２　

条
例
策
定
の
背
景

本
市
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り
の
歩
み
は
、
昭
和
50
年

代
か
ら
城
下
町
に
残
る
町
家
、
武
家
屋
敷
、
寺
社
な

ど
歴
史
的
建
築
物
の
調
査
に
始
ま
り
、
約
40
年
前
か

ら
景
観
的
、
文
化
財
的
に
優
れ
た
建
築
物
を
貴
重
な

歴
史
的
資
産
と
し
て
保
存
や
活
用
を
進
め
て
き
ま
し

た
（
こ
こ
で
の
「
歴
史
的
建
築
物
」
と
は
、
江
戸
時

代
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
戦
前
の
建
築
物
を
示
し
ま

す
。）。

ま
た
近
年
で
は
、
平
成
21
年
に
「
津
山
市
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
計
画
」
の
認
定
、
平
成
25
年
に
「
城

東
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」（
以
下
「
城

東
重
伝
建
地
区
」
と
い
う
。）
の
選
定
な
ど
、
歴
史
的

建
築
物
を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
も
歴
史
的
建
築
物
を
活
用
す

る
際
、
増
築
・
用
途
変
更
等
の
行
為
が
伴
う
場
合
は

現
行
の
建
築
基
準
法
に
適
合
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
非
常
に
難
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
市
内

に
多
数
あ
る
歴
史
的
建
築
物
は
、
建
築
基
準
法
施
行

前
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
法
に
適
合
さ
せ
よ

う
と
す
る
と
、
例
え
ば
「
開
口
部
が
足
り
な
い
」
等

の
理
由
に
よ
り
外
観
の
改
造
が
必
要
な
ど
、
本
来
そ

の
建
築
物
が
持
つ
歴
史
的
・
文
化
財
的
な
価
値
を
毀

損
し
な
け
れ
ば
、
歴
史
的
建
築
物
の
活
用
は
困
難
で

あ
る
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
国
宝
や
国
指
定
重
要
文
化
財
建
築
物

は
、
建
築
基
準
法
の
適
用
除
外
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
津
山
市
の
場
合
、
実
際
に
活
用
を
求
め
ら
れ

る
の
は
、
そ
れ
以
外
の
歴
史
的
建
築
物
が
多
数
で
あ

り
、
外
観
・
内
観
を
い
か
し
た
上
で
全
て
を
現
行
基

準
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
は
費
用
的
、技
術
的
に
難
し
く
、

そ
の
結
果
、
活
用
を
諦
め
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
歴
史
的
建
築
物
の
空
き
家
化
、
解
体
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
国
土
交
通
省
か
ら
「
建
築
基
準

法
第
３
条
第
１
項
第
３
号
の
規
定
の
運
用
等
に
つ
い

て
（
技
術
的
助
言
）」（
平
成
26
年
４
月
１
日
国
住
指

第
１
号
、国
土
交
通
省
住
宅
局
建
築
指
導
課
長
通
知
）

が
発
出
さ
れ
、
建
築
審
査
会
で
の
同
意
基
準
が
示
さ

れ
た
こ
と
や
、
京
都
市
を
始
め
、
既
に
条
例
制
定
を

し
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
、
法
的
に
仕
組
み
を
整
備

す
れ
ば
、
よ
り
選
択
肢
を
持
っ
た
歴
史
的
建
築
物
の

活
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
的
に
地
方
創
生
の
動
き
や
魅
力
あ
る

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
歴
史
的
建
築
物
の
活

用
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
弾
力
的
に
歴
史
的
建
築
物

を
活
用
で
き
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
行
政

と
し
て
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
城
東
重
伝
建
地
区
内
に
あ
る
市
有
の

歴
史
的
建
築
物
の
活
用
を
計
画
し
て
お
り
、
活
用
す

る
上
で
建
築
基
準
法
の
適
否
に
つ
い
て
明
快
に
説
明

で
き
な
い
ケ
ー
ス
を
市
が
自
ら
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
建
築
基
準
法
に
つ
い
て
適

合
で
き
な
い
物
件
は
、
適
法
に
「
適
用
除
外
」
を
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
法
的
根
拠
を
整
理
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
れ

ば
歴
史
的
建
築
物
の
幅
広
い
活
用
が
可
能
に
な
る
の

で
は
と
考
え
ま
し
た
。

具
体
的
な
見
通
し
と
し
て
、
ま
ず
は
市
が
条
例
制

定
を
行
い
、市
有
物
件
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、

歴
史
的
建
築
物
の
保
存
活
用
の
た
め
に
必
要
な
基
準

や
内
容
を
示
し
、
建
築
審
査
会
に
付
議
し
適
用
除
外

を
受
け
る
、
と
い
う
一
連
の
事
務
を
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
し
て
公
共
事
例
を
通
じ
て
、
民
間
事
業

者
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
思
い
と
、
こ
れ
ま
で
活
用
を
諦
め
て
い
た
歴
史

的
建
築
物
を
再
度
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は

と
考
え
、
条
例
等
の
制
定
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

３　

他
の
部
署
等
と
の
調
整

条
例
制
定
に
あ
た
り
、
津
山
市
は
特
定
行
政
庁
で

あ
っ
た
た
め
、
検
討
委
員
会
等
は
設
置
せ
ず
、
直
接
、

市
の
建
築
指
導
部
局
、
法
務
部
局
、
文
化
財
部
局
及

び
所
轄
消
防
署
、
地
方
検
察
庁
と
の
調
整
を
行
い
ま

し
た
。

実
際
、
建
築
指
導
部
局
で
は
「
歴
史
的
建
築
物
の

場
合
、
建
築
基
準
法
の
適
合
と
活
用
の
両
立
は
現
実

的
に
難
し
い
」
と
い
う
課
題
を
こ
れ
ま
で
の
指
導
経

験
か
ら
把
握
し
て
い
た
た
め
、
条
例
制
定
に
は
前
向
き

で
し
た
。
ま
た
、
法
務
部
局
と
は
先
行
事
例
を
示
す
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こ
と
で
円
滑
に
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
方
検
察
庁
と
の
協
議
は
、
条
例
へ
罰
則
規
定
を

設
け
る
際
に
必
要
と
な
る
も
の
で
、
法
務
部
局
を
通

じ
て
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
先
行
事
例
で
も
罰
則

の
有
無
に
つ
い
て
は
取
扱
い
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
当
市
で
は
条
例
に
よ
り
建
築
基
準
法
を
緩

和
す
る
場
合
で
も
、
建
築
基
準
法
と
同
等
の
罰
則
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
罰
則
規
定
を
設
け
る
内
容
で

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
条
例
所
管
課
に
つ
い
て
は
、
協
議
の
結
果
、

建
築
指
導
部
局
で
は
な
く
、
当
部
署
「
歴
史
ま
ち
づ

く
り
推
進
室
」
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
重
伝
建
地
区
、歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
、

景
観
条
例
の
所
管
課
で
あ
り
歴
史
的
建
築
物
の
活
用

ツ
ー
ル
と
し
て
本
条
例
を
位
置
付
け
し
て
い
る
こ

と
、
運
用
面
で
は
職
場
に
建
築
士
が
配
属
さ
れ
て
お

り
、
運
用
事
務
が
可
能
等
が
主
な
理
由
で
す
。

議
会
等
へ
の
説
明
は
、
本
条
例
を
設
置
す
る
趣
旨

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
具
体
的
に
こ
う
い

う
ケ
ー
ス
を
回
避
で
き
る
」
と
い
う
写
真
や
イ
メ
ー

ジ
図
を
添
え
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
議
会
や
建
築

審
査
会
へ
の
説
明
を
想
定
し
、
建
築
指
導
部
局
と
は

条
例
制
定
前
か
ら
適
用
除
外
ま
で
、
説
明
資
料
等
に

食
い
違
い
が
な
い
か
、細
か
く
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

一
方
で
「
こ
の
条
例
が
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
」
と

い
う
誤
解
を
受
け
や
す
く
、「
緩
和
す
る
た
め
に
は
、

一
定
基
準
の
安
全
対
策
が
必
要
」
と
、
無
条
件
に
緩

和
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し

丁
寧
に
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
津
山
市
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
ま
ち
づ

く
り
へ
の
取
組
と
い
う
土
台
が
あ
り
、「
歴
史
的
建

築
物
の
活
用
は
必
要
」
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
こ
と

や
、
先
行
事
例
が
あ
る
こ
と
で
非
常
に
前
向
き
な
協

議
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
条
例
制
定
の
段
階
で
関
係
機
関
と
の
協

議
・
調
整
は
非
常
に
複
雑
で
し
た
。
関
係
機
関
と
は
、

建
築
基
準
法
・
消
防
法
・
文
化
財
・
ま
ち
づ
く
り
な

ど
の
各
分
野
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
条
例
の

意
義
と
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
の
役
割
を
常
に
意
識

し
な
が
ら
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

４　

条
例
内
容
、
設
計
の
解
説

国
土
交
通
省
の
「
歴
史
的
建
築
物
の
活
用
に
向
け

た
条
例
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
条
例
パ
タ
ー

ン
を
大
き
く
３
種
類
に
分
け
て
い
ま
す
が
、
当
市
で

は
、適
用
対
象
建
築
物
と
し
て
国
登
録
有
形
文
化
財
、

景
観
重
要
建
造
物
、
歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
、
県
・

市
指
定
重
要
文
化
財
、
重
伝
建
地
区
の
伝
統
的
建
造

物
（
特
定
物
件
）
を
主
な
対
象
と
し
、
物
件
が
各
種

法
令
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
既
存
の
景
観
条
例
や
文

化
財
保
護
条
例
の
一
部
改
正
で
は
な
く
、「
独
自
条

例
タ
イ
プ
」
を
選
択
し
、条
例
制
定
を
行
い
ま
し
た
。

県
・
市
指
定
文
化
財
を
本
条
例
の
対
象
建
築
物
に
含

め
る
こ
と
で
、
他
の
歴
史
的
建
築
物
と
一
体
的
か
つ

円
滑
な
運
用
を
図
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
条
例
構
成
は
、
先
行
事
例
の
京
都
市
、
川

越
市
、
鎌
倉
市
等
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

主
に
本
条
例
で
は
、
歴
史
的
な
価
値
を
有
す
る
建

築
物
の
「
保
存
・
活
用
」
と
「
安
全
性
の
確
保
」
の

両
立
を
目
指
し
、
活
用
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
で

歴
史
的
建
築
物
を
地
域
の
資
産
と
し
て
継
承
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
歴
史
的
な
価
値
を
有
し

て
い
て
も
、
建
築
基
準
法
の
緩
和
を
受
け
ら
れ
な
い

歴
史
的
建
築
物
に
つ
い
て
、
防
火
や
避
難
等
の
安
全

性
を
個
別
に
検
証
し
、
一
定
の
安
全
性
を
確
保
し
た

場
合
は
、
建
築
基
準
法
の
適
用
を
緩
和
し
、
増
築
や

移
築
、
用
途
変
更
等
の
行
為
を
可
能
に
す
る
も
の
で

す
。
な
お
、
移
築
と
は
、
歴
史
的
建
築
物
を
別
敷
地

へ
移
設
す
る
場
合
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

内
容
の
特
徴
と
し
て
は
、
建
築
審
査
会
の
意
見
を

聴
く
完
了
検
査
を
行
う
こ
と
、
規
模
に
応
じ
た
建
築

士
の
関
与
、
最
低
限
の
罰
則
を
設
け
る
こ
と
と
し
て

お
り
、実
効
性
を
担
保
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

５　

条
例
を
基
に
し
た
こ
れ
ま
で
の
取
組

平
成
29
年
10
月
１
日
に
本
条
例
及
び
規
則
が
施
行

さ
れ
、
適
用
除
外
第
１
号
と
し
て
、
前
述
し
た
城
東

重
伝
建
地
区
内
に
あ
る
市
有
の
特
定
物
件
「
苅
田
家

付
属
町
家
群
」
４
棟
を
対
象
に
条
例
適
用
の
手
続
を

行
い
ま
し
た
。

城
東
重
伝
建
地
区
内
は
、
出
雲
往
来
を
中
心
と
し
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て
江
戸
期
に
商
家
町
と
し
て
栄
え
た
地
で
あ
り
、
連

続
し
た
軒
庇
が
特
徴
の
町
家
の
町
並
み
が
一
体
的
に

残
る
地
区
で
す
。「
苅
田
家
付
属
町
家
群
」
は
江
戸

末
期
の
町
家
で
、
敷
地
の
間
口
は
狭
く
、
奥
行
き
は

長
い
形
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
町
家
の
壁
は

互
い
に
隙
間
な
く
接
し
て
お
り
、
か
つ
表
側
の
外
壁

は
道
路
境
界
ま
で
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
東
側
へ
隣

接
し
て
「
国
指
定
重
要
文
化
財
・
旧
苅
田
家
住
宅
及

び
酒
造
場
」が
あ
り
、国
重
要
文
化
財
と
一
体
に
な
っ

た
景
観
を
残
し
て
い
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
町
家
「
苅
田
家
付
属
町
家
群
」
を
、
特
殊
建

築
物
（
宿
泊
施
設
等
）
へ
用
途
変
更
し
、
地
域
交
流

や
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
滞
在
で
き
る
場

を
提
供
し
、
地
域
の
活
性
化
と
観
光
振
興
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

ま
ず
、
条
例
第
４
条
に
基
づ
き
「
保
存
建
築
物
」

と
し
て
登
録
す
る
た
め
、「
保
存
活
用
計
画
」
の
内

容
に
つ
い
て
、
構
造
、
防
火
、
避
難
上
の
安
全
性
の

措
置
を
明
確
に
す
る
た
め
、
津
山
市
建
築
審
査
会
へ

意
見
聴
取
を
行
い
ま
し
た
。
構
造
に
関
し
て
は
、
委

員
に
構
造
専
門
家
が
不
在
で
あ
る
た
め
、
専
門
的
な

知
見
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
第
３
者
機
関
に
よ
る

安
全
性
に
関
す
る
判
定
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に

は
、
そ
の
結
果
を
容
認
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
本
件
に
関
し
て
は
、
建
築
主
（
津
山
市
）

か
ら
（
一
社
）
岡
山
県
建
築
士
会
「
岡
山
県
歴
史
的

建
造
物
委
員
会
」
へ
依
頼
し
、
構
造
の
判
定
を
仰
ぎ

ま
し
た
。

建
築
審
査
会
に
向
け
、
用
途
変
更
に
伴
い
不
適
合

と
な
る
項
目
の
精
査
を
行
い
、
１
回
目
は
条
例
に
基

づ
く
意
見
聴
取
、
２
回
目
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
く

同
意
を
得
る
、
と
い
う
内
容
で
計
２
回
開
催
し
、
約

半
年
間
か
け
て
建
築
基
準
法
適
用
除
外
の
指
定
ま
で

行
い
ま
し
た
。

細
か
な
判
断
に
つ
い
て
は
建
築
基
準
法
上
の
運
用

に
な
り
ま
す
が
、
本
条
例
に
よ
る
「
建
築
基
準
法
第

３
条
第
１
項
第
３
号
の
指
定
基
準
」を
別
途
作
成
し
、

最
終
的
に
保
存
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
そ
の
基
準
に

よ
り
判
断
を
行
い
ま
し
た
。

６　

運
用
上
の
工
夫

運
用
上
の
工
夫
と
し
て
津
山
市
の
特
徴
は
、
前
述

の
と
お
り
、
こ
の
条
例
の
所
管
課
が
「
指
導
審
査
部

局
」
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
部
署
で
あ
る
「
歴
史

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
」が
担
当
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

な
お
建
築
審
査
会
に
関
し
て
は
「
指
導
審
査
部
局
」

が
担
当
し
て
い
ま
す
。

旧苅田家住宅及び酒造場（国指定重要文化財）

城東重要伝統的建造物群保存地区
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歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
の
主
な
業
務
と
し
て
、

「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」「
景
観
条
例
」「
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
を
担
当
し
て
お
り
、
市

内
に
所
在
す
る
歴
史
的
建
築
物
の
持
つ
文
化
財
的
な

価
値
に
配
慮
し
た
上
で
、
よ
り
現
実
的
に
保
存
・
活

用
を
推
進
す
る
業
務
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
職
員
体
制
は
、
事
務
職
２
名
、
建
築
技
師
２

名
、
土
木
技
師
１
名
、
学
芸
員
１
名
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
建
築
技
師
は
１
級
建
築
士
で
あ
る
な
ど
、
建

築
基
準
法
に
関
し
て
の
基
本
的
な
知
識
を
有
し
た
上

で
、
法
的
な
規
制
と
実
際
の
運
用
が
可
能
か
ど
う
か

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
部
署
が
所
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歴

史
的
な
建
築
物
の
価
値
を
保
ち
つ
つ
、
活
用
の
選
択

肢
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
「
積
極
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
ツ
ー
ル
」
と
し
て
、
本
条
例
を
位
置
付
け
、
業

務
体
制
・
職
員
体
制
の
両
方
で
運
用
で
き
る
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。

審
査
面
で
は
、
津
山
市
の
場
合
、
構
造
専
門
家
が

不
在
で
あ
っ
た
た
め
、
建
築
士
会
等
の
外
部
機
関
の

評
価
を
活
用
す
る
と
い
う
手
法
を
選
択
し
ま
し
た
。

今
回
は
（
一
社
）
岡
山
県
建
築
士
会
へ
評
価
を
依
頼

し
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
説
得
力
の
あ
る
回
答
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
効
果
的
な
運
用
が
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

７　

今
後
の
課
題
や
展
望

今
回
、
条
例
策
定
か
ら
適
用
除
外
ま
で
の
事
務
を

通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
関
係
機
関
と
の
協
議
・
調

整
が
非
常
に
複
雑
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
関
係
機
関
と
は
、
建
築
基
準
法
・
消
防
法
・
文

化
財
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
各
分
野
で
す
が
、
関
係

機
関
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
事
例
を
重
ね
る

こ
と
で
複
雑
化
が
解
消
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

次
に
運
用
面
で
す
が
、当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、

実
際
の
運
用
手
順
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
条
例
策
定

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
条
例
の
所
管

課
、
建
築
審
査
会
の
所
管
課
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
課

の
役
割
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
運
用
手
順
を
検
討

し
ま
し
た
。

特
に
条
例
所
管
課
は
、
歴
史
的
建
築
物
と
し
て
の

価
値
を
整
理
し
た
上
で
、
そ
の
価
値
を
保
ち
つ
つ
安

全
性
を
確
保
す
る
運
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
一

方
で
「
第
○
条
が
不
適
合
の
場
合
、
代
替
措
置
を
ど

う
認
め
る
か
」
等
、
審
査
項
目
、
適
用
除
外
の
基
準

は
ど
の
程
度
に
す
る
か
な
ど
、
具
体
的
な
代
替
措
置

の
判
断
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
津
山
市
の
場
合
、
建
築

指
導
部
局
と
協
議
し
な
が
ら
代
替
措
置
等
の
判
断
を

行
い
ま
し
た
が
、条
例
所
管
課
の
み
で
検
討
す
る
と
、

歴
史
的
価
値
の
保
存
を
重
視
し
て
し
ま
い
、
安
全
性

の
担
保
よ
り
も
運
用
し
や
す
い
基
準
へ
偏
り
が
ち
に

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

判
断
に
つ
い
て
は
建
築
指
導
部
局
と
細
か
く
協
議

し
て
い
た
た
め
、
運
用
面
の
見
解
の
違
い
や
条
文
解

釈
の
違
い
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
の

課
題
と
し
て
、
条
例
所
管
課
と
関
係
機
関
と
の
協
議

に
つ
い
て
、
よ
り
効
果
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
、
協

議
時
期
や
協
議
事
項
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
適
用
除
外
の
構
造
安
全
性
審
査
に
つ
い

て
、（
一
社
）
岡
山
県
建
築
士
会
に
協
力
を
頂
き
ま

し
た
。
外
部
機
関
と
連
携
し
た
運
用
は
、
行
政
内
で

専
門
的
に
解
決
で
き
な
い
ケ
ー
ス
に
対
応
す
る
一
つ

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
歴
史
的
建
築
物
の
活
用
に
お
い
て
も
公

民
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
条
例
整
備
は
行
政
の

役
割
で
あ
り
、
第
３
条
「
そ
の
他
の
条
例
」
の
制
定

に
よ
り
、
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
で
歴
史
的
建
築
物
の

活
用
が
よ
り
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

当
面
は
、
物
件
ご
と
に
建
築
審
査
会
を
開
催
し
、

適
用
除
外
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
が
、
将
来
的
に
適

用
除
外
の
事
例
が
蓄
積
さ
れ
た
際
に
は
「
包
括
同
意
基

準
」の
制
定
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
、
条
例
の
制
定
と
町
家
の
適
用
除
外
事
例
が

で
き
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
成
果
で
あ
り
ま
す
が
、

ほ
か
に
も
登
録
有
形
文
化
財
等
が
多
数
所
在
し
て
お

り
、
構
造
や
他
法
令
の
制
約
が
異
な
る
物
件
に
つ
い

て
、
代
替
措
置
等
ど
の
よ
う
に
運
用
し
て
い
く
か
、
更

に
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


